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羽衣伝説の井戸で
琉球王国時代の石畳
羽衣伝説の井戸で

琉球王国時代の石畳
　
み
な
さ
ん
は
、南
風
原
町
に「
羽

衣
伝
説
」が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　
町
指
定
文
化
財
の
御
宿
井（
字
宮

城
）は「
羽
衣
伝
説
」の
言
い
伝
え
が

残
る
井
戸
で
す
。

　
今
回
、字
宮
城
の
拝
所
改
修
が
あ

り
、石
畳
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、井
戸
に
ま
つ

わ
る
石
畳
が
お
よ
そ
18
世
紀（
3
0
0

年
前
）、琉
球
王
国
時
代
に
相
当
す
る

時
期
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、16
世
紀（
5
0
0
年
前
）以
前

の
グ
ス
ク
時
代
の
地
層
か
ら
は
香
炉

や
食
糧
に
し
た
と
み
ら
れ
る
貝
や
動

物
の
骨
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
る
と
、御
宿
井
周
辺
は
12
世
紀
ご
ろ

か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、宮
城
の
人
々
に
と
っ
て
大
切
な
生
活
の
場
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　今から300年も昔のこと、農民が井戸に行くと美
しい天女が沐浴をしていました。
　農民は木の枝にかかっていた天女の衣を隠し、衣
を無くした天女は天に昇ることができず、この地で
農民と夫婦になり暮らしたそうです。
　ある日天女は隠してあった羽衣を見つけ、それを
着ると、ふわっと空に舞い上がり、どんどん遠ざか
り、しまいには小さくなってしまいました。
　ウスクガーには今でも天女のジーファー(かんざ
し)が落ちていると伝えられています。

宮城の羽衣伝説

発掘作業にあたる町の学芸員

宮城公民館の緞帳に描かれる天女

香炉（口縁部分）
（約600年前）

寛 永 通 宝
（江戸時代に作られた銭貨）

かんえいつうほう

状況ごとに道具を
変えての発掘作業 ▼

グスク時代の人が食べた貝 グスク時代の人が食べたウシの骨

住民説明会

自動車分解体験ナースのお仕事体験

コトラさんのバルーンアート講座

改修工事で見つかった石畳

出土した

【問】生涯学習文化課　☎：889-7399
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7
月
17
日
に
、第
9
回
は

え
ば
る
夏
ま
つ
り
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク（
一
般
社
団
法
人
南

風
原
町
観
光
協
会
主
催
）が

中
央
公
民
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。会
場
で
は
27
の

ブ
ー
ス
で
も
の
づ
く
り
体

験
や
お
仕
事
体
験
な
ど
が

行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
お
よ

そ
1
万
2
千
人
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。参
加
し
た
児
童

は
日
頃
で
き
な
い
よ
う
な

体
験
に
興
味
津
々
で
し
た
。

琉球絣のコースター織体験

いっせんまちやー

「ふるさとの民話・南風原町第2章」より

重機体験重機体験

ウ
ス
ク
ガ
ー


